
保
健
師
ル
ポ

阿
久
根
市
に
つ
い
て

阿
久
根
市
は
、
鹿
児
島
県
北
西
部
に
位

置
し
、
北
部
は
黒
之
瀬
戸
を
隔
て
長
島
町

と
接
し
、
東
部
は
出
水
市
、
南
部
は
薩
摩

川
内
市
と
接
し
て
い
ま
す
。
東
シ
ナ
海
に
面

し
た
約
40
㎞
に
も
及
ぶ
美
し
い
海
岸
線
や

沖
合
い
お
よ
そ
２
㎞
に
浮
か
ぶ
阿
久
根
大

島
は
、
海
水
浴
や
釣
り
の
メ
ッ
カ
と
し
て
知

ら
れ
て
お
り
、
毎
年
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
ま
す
。

品
質
の
高
い
数
多
く
の
生
鮮
品
や
加
工

品 

は
、「
ア
ク
ネ
う
ま
い
ネ
自
然
だ
ネ
」
の

統
一
ブ
ラ
ン
ド
で
全
国
に
向
け
て
出
荷
さ

れ
て
お
り
、
な
か
で
も
特
産
品
の
「
阿
久

根
ボ
ン
タ
ン
」
は
全
国
有
数
の
生
産
量
を

誇
り
ま
す
。

令
和
６
年
10
月
時
点
の
本
市
の
人
口
動

態
は
、
総
人
口
１
万
７
５
８
４
人
、
高
齢

化
率
44
・
４
％
、
出
生
数
96
人
、
死
亡
数

４
１
３
人
、
自
然
増
減
率
マ
イ
ナ
ス
１
・

80
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
健
師
体
制

市
民
課
国
保
係
に
は
、
事
務
職
４
人
、

保
健
師
１
人
、
レ
セ
プ
ト
点
検
員
（
会
計

年
度
任
用
職
員
）
２
人
、訪
問
看
護
師
（
会

計
年
度
任
用
職
員
）
３
人
の
計
10
人
が
配

属
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
保
健
師
10

人
が
、
こ
ど
も
保
健
課
、
福
祉
課
、
介
護

長
寿
課
、
教
育
委
員
会
等
に
分
散
配
置
さ

介護部門や地域の医療機関と連携し　
切れ目ない支援を目指す

阿久根市　市民課　国保係　主査（保健師）　　小田　洋子

阿久根市市民課国保係の皆さん（筆者前列中央）

阿久根大島

阿久根大島に生息する鹿 海水浴で賑わっている様子（阿久根大島）
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保
健
師
ル
ポ

れ
て
い
ま
す
。

特
定
健
診
の
実
施
体
制

本
市
の
『
集
団
健
診
』
は
、
鹿
児
島
県

厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
に
委
託
し
、
毎
年
７
～
９
月
（
令

和
６
年
度
は
18
日
間
）
に
、
各
地
区
の
公

民
館
等
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
被
保
険
者

が
受
診
し
や
す
い
よ
う
に
特
定
健
診
の
無

料
化
や
土
・
日
健
診
を
行
う
な
ど
の
工
夫

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
月
に
は
受
付

時
間
を
指
定
し
た『
働
き
世
代
予
約
制
健
診

（
30
歳
以
上
74
歳
以
下
）』
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
集
団
健
診
終
了
後
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、
特
定
健
診
未
受
診
者
に
受

診
券
及
び
情
報
提
供
票
を
個
別
通
知
し
、

健
診
の
受
診
を
促
し
て
い
ま
す
。『
個
別
健

診
』
に
つ
い
て
は
出
水
郡
医
師
会
が
、『
情

報
提
供
』
に
つ
い
て
は
県
医
師
会
及
び
水

俣
市
芦
北
郡
医
師
会
が
協
力
し
て
く
だ
さ

り
、
受
診
率
向
上
に
一
役
担
っ
て
下
さ
っ
て

い
ま
す
。

特
定
健
診
受
診
率
向
上
を
目
指
し
て

令
和
５
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は
、

50
・
７
％
で
年
々
受
診
率
は
向
上
し
て
い

ま
す
が
目
標
の
60
％
に
は
届
い
て
い
な
い
状

況
で
す
。
令
和
６
年
度
は
、
前
年
度
新
規

国
保
加
入
者
を
中
心
と
し
た
訪
問
や
電
話

で
の
受
診
勧
奨
を
重
点
的
に
行
っ
た
結
果
、

新
規
受
診
者
は
増
加
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
か
ら
、
30
歳
代
の
国
保
被
保

険
者
を
対
象
と
し
た
若
年
健
診
を
、
特
定

健
診
と
同
じ
検
査
項
目
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
受
診
者
は
、
26
人
（
18
・
３
％
）
と

低
い
状
況
で
す
。
若
い
う
ち
か
ら
自
分
の
健

康
に
関
心
を
持
ち
健
康
づ
く
り
の
き
っ
か
け

に
な
る
よ
う
受
診
率
の
向
上
に
努
め
た
い
で

す
。
ま
た
、
受
診
者
の
う
ち
、
す
で
に
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
該
当
・
予
備

軍
と
判
定
さ
れ
る
方
も
多
い
の
で
、
健
診
後

の
保
健
指
導
も
し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

生
活
習
慣
病
重
症
化
予
防
対
策

本
市
は
、
人
工
透
析
者
率
が
と
て
も
高

く
、
一
人
当
た
り
医
療
費
を
上
げ
て
い
る

要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎

臓
病
）
の
重
症
化
予
防
の
取
組
を
重
点
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
血
圧
Ⅰ
度
の
方
に
は
血

圧
手
帳
を
配
布
し
、
家
庭
血
圧
を
測
る
こ

と
で
自
分
の
血
圧
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

か
ら
、
生
活
習
慣
改
善
へ
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
血
圧
Ⅱ
度
以
上
の
方
に
は
、
受
診

勧
奨
を
兼
ね
た
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
が
、

毎
年
、
約
半
数
の
方
は
、
病
院
受
診
を
し

な
い
状
況
で
す
。
２
年
３
年
と
長
い
時
間

を
か
け
て
保
健
指
導
を
行
っ
た
結
果
、
病

院
受
診
に
つ
な
が
る
方
も
い
る
の
で
、
次
年

度
の
健
診
の
受
診
勧
奨
を
行
い
な
が
ら
継

続
し
て
経
過
を
見
て
い
き
た
い
で
す
。

切
れ
目
な
い
支
援
を
目
指
し
て

本
市
で
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
「
高
齢

者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実

施
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
以
前
か
ら

介
護
部
門
が
住
民
主
体
の
通
い
の
場
で
あ
る

「
こ
ろ
ば
ん
体
操
教
室
」
を
市
内
の
多
く

の
地
区
で
立
ち
上
げ
て
、
高
齢
者
へ
の
支
援

を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
本
市
の
強
み

を
生
か
し
て
、
庁
内
で
協
力
し
合
い
な
が
ら

一
体
的
に
高
齢
者
支
援
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
こ
の
事
業
を
通
し
て
、
や
は
り
、

若
い
こ
ろ
か
ら
の
健
康
づ
く
り
が
高
齢
者
の

フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
実
感

し
た
の
で
、
介
護
部
門
と
連
携
し
て
、
今

後
も
長
寿
健
診
の
受
診
勧
奨
及
び
健
診
後

の
フ
ォ
ロ
ー
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
様
々
な

状
況
に
あ
る
高
齢
者
に
寄
り
添
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

地
域
の
医
療
機
関
と
連
携
し
て

本
市
で
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
、
出
水

郡
医
師
会
広
域
医
療
セ
ン
タ
ー
と
共
催
で

健
康
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
令
和
６

年
度
は
、「
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
」「
脳
卒

中
予
防
」「
慢
性
腎
臓
病
」「
変
形
性
膝
関

節
症
・
変
形
性
股
関
節
症
」「
脂
質
異
常
症
」

な
ど
、
医
師
、
薬
剤
師
、
管
理
栄
養
士
等

に
約
１
時
間
、
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
集
団
健
診
の
前
に
は
が
ん
検
診
受

診
の
大
切
さ
を
、
集
団
健
診
後
に
は
生
活

習
慣
病
の
重
症
化
予
防
を
テ
ー
マ
に
す
る
な

ど
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
が
あ
る
タ
イ
ミ

ン
グ
で
聴
講
で
き
る
よ
う
協
力
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
直
接
専
門
家
の
話
が
聞
け
る

と
あ
っ
て
毎
回
質
問
が
出
る
ほ
ど
住
民
の
皆

さ
ん
に
好
評
で
す
。
ま
た
、
地
域
の
医
療

機
関
と
し
て
普
段
の
診
療
で
感
じ
て
い
る
こ

と
も
交
え
て
お
話
し
し
て
い
た
だ
け
る
の
で

行
政
と
し
て
も
実
情
が
分
か
る
良
い
機
会
に

な
っ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

国
保
保
健
師
の
業
務
は
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
の
策
定
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
、
生
活
習
慣
病
重
症
化
予
防
対
策
や
高

齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

実
施
な
ど
、
事
業
が
多
岐
に
わ
た
り
、
ま

た
保
健
指
導
対
象
者
も
数
年
前
と
比
較

す
る
と
増
加
し
て
い
ま
す
。
医
療
・
介
護

分
野
と
情
報
交
換
を
密
に
取
り
、
地
域
の

専
門
職
・
医
療
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
国

保
事
業
を
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

で
す
。

健康教室の様子
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